
 

 

 

 

発行 札幌市豊平区西岡・福住地区在宅医療連携拠点事業推進協議会 「とよひら・りんく」事務局 

  ホームページ：http://www.toyohiralink.jp/  
令和４年度 第４回合同会議を開催しました。 

令和 5年 3月 27日（月）18：30～20：00（zoom） 

令和４年度、第４回「合同会議」を開催いたしました。行政・医療・介護関係者等、１４２名が参加されました。 

Ｚｏｏｍの接続、講演中のミュート等、円滑な運営の協力ありがとうございました。 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●参加者の声（一部） 

・実際に具体的に製品名であったり、形態を表示して頂いたので参考になりました（介護老人保健施設看護師）。 

・煮物の例を見て、ひとつひとつの野菜で彩りよくミキサーされていたので勉強になりました（通所介護職員）。 

 

 

 

 

札幌市豊平区西岡・福住地区在宅医療連携拠点事業推進協議会    令和 5年 4月 3日発行 第 61号 

 

 

今年度は「新型コロナウイルス感染症の振り返りと今後の感染対策・地域連携」をテーマに取り組みました。 

札幌市保健所、札幌市消防局、医療機関、介護施設、在宅事業所等の各機関のこれまでの取り組みを各回で

報告をし、今後の感染対策・地域連携について議論を深めていきます。 

＊第１回 令和 4 年 5 月 30 日（月）「新型コロナウイルス感染症のこれまでの対応・これからの対策」 

＊第 2 回 令和 4 年 7 月 25 日（月）「新型コロナウイルス感染症に対する意見交換」 

＊第 3 回 令和 4 年 11 月 28 日（月）「自施設・事業所で新型コロナウイルス感染症が発生したら…」 

＊第 4 回 令和 5 年 3 月 27 日（月）「救急業務の現状、治験について」 

 
「札幌市における救急業務の現状」として、 

札幌市豊平消防署の野崎隆博救急担当係長に講演を 

していただきました。 

・救急業務実施体制として、救急隊数、高規格救急自動 

車数などの体制について 

・コロナ陽性数と出動件数 

・救急救命士が行う救急救命処置（特定行為） 

などを丁寧に説明いただきました。 

●介護施設等へのお願い事項として 

 ・フェイスシートの用意 

 ・かかりつけ医への事前受け入れ相談 

 ・心肺停止での DNAR、意思確認書の有無 

などもお話されていました。また、保険証・お薬手帳の 

用意も共有しました。 

●この症状があれば迷わず 119 番として 

 ・上手く会話ができず四肢にしびれを感じる 

 ・突然の激しい頭痛・急に視野が狭くなる 

 ・物が二重に見える 

 ・突然の胸の激痛  

 ・急に吐血、下血があった も教えていただきました。 

●救急安心センター（＃7119）について 

 令和元年度（83,794 件）→令和 3 年度（318,198 件）と約 3.8 倍となっていることも教えていただきました。 

 

 

 

－配信会場の様子－ 

 

 

http://www.toyohiralink.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症関連／主な厚生労働省通知 など（情報提供） 

●厚生労働省事務連絡令和 5年 3月 3 日 

「新型コロナウイルス感染症により亡くなられた方及びその疑いがある方の処置、搬送、葬儀、火葬等に関するガ

イドライン」の改正について（周知） 

https://www.mhlw.go.jp/content/001066181.pdf （通知）https://www.mhlw.go.jp/content/001066184.pdf （新旧） 

https://www.mhlw.go.jp/content/001066186.pdf （ガイドライン全文） 

●厚生労働省事務連絡令和 5年 3月 17日 

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけの変更に伴う医療提供体制の移行及び公費支援の具体的

内容について  https://www.mhlw.go.jp/content/001080061.pdf （通知） 

●厚生労働省事務連絡令和 5年 3月 24日 

新型コロナウイルス感染症が五類感染症に位置づけられた後の高齢者施設等における検査について 

https://www.mhlw.go.jp/content/001079302.pdf （通知） 

 

令和 5年度合同会議は令和 5年 5月 29日（月）、7月 31日（月）、10月 30日（月）、令和 6年 3月 25日（月） 

いずれも 18：30～20：00 に開催予定です。豊平区民センターを会場にハイブリット開催を準備中です。 

とよひら・りんく事務局 西岡病院  岡村・横田・田附・前川  ホームページ：http://www.toyohiralink.jp/      

電 話 011-853-8322（平日 9－17時）  メールアドレス：info@toyohiralink.jp 

●アンケートについて 

・救急要請の現状がわかりやすく理解できた。   ・普段は分からない救急隊の動きなどがわかった。 

・札幌市の救急業務が分かりやすくご説明いただき、救急隊員が求めている情報が整理することができ、今後の業務

に活かせる。 

・救急要請をする際にどんな用意をしたら良いのか分かりやすかった。 

・なかなか知れない救急業務について知ることが出来た。また救急車を要請する際に事前に用意しておく物など理解

することができた。 

・救急要請の動向やコロナ感染状況に比例し出動が増加していることなど改めて理解することができた。 

また、救急車が到着するまでにしておくべきことを教えていただき、今後救できるだけ協力していけるよう、職場で

検討していきたいと考えています。 

・当施設では２回のクラスターで救急隊の方々にはお世話になり、個人的にもお世話になったため感謝しかないです。 

・とても判りやすく、仕事にフィードバックできる内容だった。などのコメントがありました。 

 
「治験と新型コロナウイルス感染症に対する抗ウイルス薬の開発について」 

塩野義製薬株式会社 臨床開発部 福原 章浩 専任次長に「COVID-19 に対する取り組み」「新薬開発の一般的な進め方」

「臨床試験推進のための取り組み」について講演をしていただきました。治験などの理解を深める機会となりました。 

●アンケートについて 

・薬の開発にかかる経過を学べて有意義だった。  ・経口治療薬の開発手順がわかった。 

・一つの新薬を開発するのに長い時間がかかることはわかりました。 

・内容が専門的で難しかったですが、貴重なお話を聞かせて頂き有難うございました。 

・普段聞かない言葉が多く、理解困難な内容もあったが、新薬開発までの流れや外国にも治験の範囲を広げているこ

となど今まで知らなかったことも聞くことができ大変興味深いお話でした。 などのコメントがありました。 
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